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1 まえがき
光無線符号多値変調 (CSK)では、伝送に用いる擬似

雑音 (PN) 符号数 (N)/符号長 (L) を増大することによ
り性能向上が期待できる. CSKで用いる PN符号とし
て、一般化拡張プライム符号 (GMPSC)が提案されてい
る [1]. これまで、重みWの GMPSCではW 2 個の符
号が利用できるにもかかわらず、直交関係を有するW

個の符号を用いて CSKを行なっていた [2]. GMPSCの
全ての符号を利用して CSKを行うことにより、符号間
干渉は生じるが N/Lを改善でき、BER特性が改善でき
ると考えられる. 全ての符号を利用した場合であっても
GMPSCは、N/L≦ 1しか達成できない.

そこで本稿では、符号数と符号長の設定自由度の高
い Einarsson符号 (パラメータQ,W)[3]を用いる光無線
CSKを提案する. Einarsson符号は、符号長 L=QWで
N=Q2 個の符号が生成でき、N/L=Q/Wとなる. Q≧
Wとすることで N/L≧ 1を達成することができる. 本
稿では、白色ガウス雑音通信路におけるビット誤り率理
論値を導出し、評価する.

2 システム構成
図 1にシステムモデルを示す. 送信機側では、データ

に基づいてQ2 個の Einarsson符号のうち、1つの符号
を選択して送信する.

受信機側では、Q2 個の Einarsson符号との相関をと
り最大相関値とその符号を推定する. その推定符号に割
り当てられているデータを抽出し、データ復調する.
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図 1: システムモデル

3 性能評価
図2にEinarsson符号とGMPSCを用いるCSKのビッ

ト誤り率を示す. ただし、光無線通信路として白色ガウ
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図 2: Eb/N0 に対するビット誤り率比較

ス雑音モデルを採用している. また、同程度の情報伝送
効率 ηで比較する. GMPSCでは、W=7の時 η = 5/49

で N/L=32/49. W=8 の時 η = 6/64 で N/L=64/64.

Einarsson符号ではQ=16,W=5の時η = 8/80で256/80

である. 伝送ビット数をBit[bit/code]とすると、情報伝
送効率は、Einarsson符号の場合 Bit/(Q*W)、GMPSC

の場合 Bit/W 2で導出される. 図 2より Einarsson符号
のビット誤り率性能が最も良いことが分かった.

4 むすび
無線CSKにおいて同期ずれに耐性を持たせるために、

Einarsson符号を用いることを検討した. 更に、GMPSC

を用いるCSKと Einarsson符号を用いるCSKのビット
誤り率の比較を行った. その結果、Einarsson符号を用
いるCSKのビット誤り率が最も良いことが分かった. 今
後の課題として、光無線通信路での性能解析及び同期ず
れを考慮した性能解析を行う予定である.
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